
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
イ
ン
フ
ラ
東
京
会
議

高
度
な
水
処
理
技
術
な
ど
紹
介

下
水
道
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正

国
土
交
通
省
は
三
月
十
四
日
、
東
京
・
早
稲
田
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
東
京
で
「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
東
京
会
議
」
を
開
催
し
た
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
加
盟
す
る
二
十
二
の
国
・
地
域
の
イ
ン
フ
ラ

担
当
省
庁
次
官
・
局
長
級
幹
部
を
迎
え
、
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
と
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
へ
一
層
の
協
力

を
確
認
。
翌
十
五
日
に
は
日
本
最
大
の
処
理
能
力
を
持
つ
森
ヶ
崎
水
再
生
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察
し
、
高
度
な
水

処
理
技
術
や
下
水
道
事
業
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
事
例
を
紹
介
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平

洋
経
済
協
力
会
議
）
は
環
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
多
国
間

経
済
協
力
を
進
め
る
非
公
式

な
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
一
九
八
九

年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ホ

ー
ク
首
相
の
提
唱
で
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
韓

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
当
時
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合
）
加
盟
六
カ
国
の

計
十
二
カ
国
で
発
足
し
た
。

一
九
九
三
年
に
ア
メ
リ
カ
・

シ
ア
ト
ル
で
初
の
首
脳
会
議

が
開
か
れ
、
こ
の
時
に
各
国

首
脳
が
ボ
ン
バ
ー
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
用
し
た
こ
と
か
ら
、

参
加
者
は
主
催
国
の
伝
統
衣

装
を
着
る
の
が
慣
例
と
な
っ

た
。
現
在
は
首
脳
会
議
や
外

相
・
経
済
担
当
相
に
よ
る
閣

僚
会
議
を
そ
れ
ぞ
れ
年
一
回

開
催
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

常
設
事
務
局
を
設
け
て
開
催

国
か
ら
任
期
一
年
で
事
務
局

長
が
選
任
さ
れ
て
い
る
。
二

〇
一
二
年
時
点
で
参
加
メ
ン

バ
ー
は
二
十
一
カ
国
・
地

域
、
人
口
で
世
界
の
約
四
一

％
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）

で
約
五
八
％
、
貿
易
額
で
約

四
七
％
を
占
め
て
い
る
。

今
回
の
東
京
会
議
に
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
カ
ナ
ダ
、
チ
リ
、中
国
、

香
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓

国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
メ
キ
シ

コ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
パ
プ
ア
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
、
ペ
ル
ー
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
ロ
シ
ア
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
台
湾
、
タ
イ
、
ア

メ
リ
カ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
国
際

機
関
な
ど
が
参
加
。
由
木
文

彦
国
土
交
通
審
議
官
と
ホ
セ

・
リ
ゴ
ベ
ル
ト
・
ガ
ル
シ
ア

・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
チ
リ
公
共

事
業
省
国
際
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
議
長
を
務
め
、
日
本

政
府
を
代
表
し
て
和
泉
洋
人

内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官
が

「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資

に
加
え
、
世
界
各
地
で
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
へ
の
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
ま
た
坂
根
工
博

国
交
省
大
臣
官
房
審
議
官
、

ホ
セ
・
ミ
ゲ
ル
・
リ
オ
ス
・

チ
リ
公
共
事
業
省
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
岡
雄
一
独
立
行
政
法

人
都
市
再
生
機
構
統
括
役
が

基
調
講
演
を
行
い
、
質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
グ
ッ
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
形
成
に
関
す
る
コ
ン

セ
プ
ト
の
共
有
へ
各
国
・
地

域
が
活
発
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
官
民
対
話
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
繰
り
広
げ
た
。

翌
日
は
豊
洲
市
場
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
の
施
設
、
森
ヶ
崎
水
再
生

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
高
度
な

技
術
や
環
境
配
慮
の
多
彩
な

取
り
組
み
に
対
す
る
認
識
を

深
め
た
。

国
土
交
通
省
は
三
月
二
十

日
、
下
水
道
分
野
に
お
け
る

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入
を

促
進
す
る
た
め
、
新
た
に

「
下
水
道
事
業
に
お
け
る
公

共
施
設
等
運
営
事
業
等
の
実

施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
改
正
し
た
。
コ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
で
検
討
す

べ
き
課
題
へ
の
対
応
策
を
明

示
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時

の
対
応
や
上
水
道
・
廃
棄
物

処
理
事
業
と
の
連
携
の
考
え

方
な
ど
実
務
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ

を
盛
り
込
ん
だ
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
公
共

施
設
等
運
営
事
業
）
は
公
共

施
設
な
ど
の
所
有
権
を
自
治

体
な
ど
に
残
し
た
ま
ま
民
間

事
業
者
が
運
営
す
る
方
式
。

同
省
は
下
水
道
事
業
で
民
間

の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
、
よ
り
効
率
的
な
整
備
・

管
理
を
進
め
る
た
め
、
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
多
様

な
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入

を
促
進
し
て
い
る
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
導
入

に
あ
た
っ
て
一
定
の
手
順
や

考
え
方
を
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
平
成
二
十
六
年
三
月

に
策
定
。
そ
の
後
の
浜
松
市

に
お
け
る
事
例
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法

の
改
正
な
ど
情
勢
の
変
化
を

踏
ま
え
、
昨
年
七
月
に
「
下

水
道
事
業
に
お
け
る
公
共
施

設
等
運
営
事
業
等
の
実
施
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
案
）
改
正
検
討
会
」
（
座

長
・
滝
沢
智
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
都
市
工
学

専
攻
教
授
）
を
設
け
て
議
論

を
重
ね
て
き
た
。

改
正
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
流

れ
や
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
活
用

の
メ
リ
ッ
ト
、
具
体
的
な
手

法
と
事
業
内
容
、
事
業
の
実

施
・
終
了
段
階
に
お
け
る
検

討
事
項
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
解
説
。
ま
た
内
閣
府
の
公

共
施
設
等
運
営
権
及
び
公
共

施
設
等
運
営
事
業
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
改
正
内

容
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、

災
害
時
対
応
の
留
意
事
項
や

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
あ
り
方
、

下
水
道
事
業
の
広
域
化
、
上

水
道
・
廃
棄
物
処
理
事
業
な

ど
の
連
携
の
考
え
方
な
ど
を

明
記
し
た
。

リーガロイヤルホテル東京で開催

森ヶ崎水再生センターを視察

国

土

交
通
省

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
導
入
促
進
へ

滝沢座長
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